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作曲：minao（希望P） 
編曲：minao（希望P） 
唄：初音ミク 

曲紹介

ピアプロの同名イラストにイメージを得て書かれた歌。

ボーマス６で発売されるオリジナルCD『希望ノ花束』 収録曲。

210Pによるバンドアレンジ -fragile- も合わせてどうぞ。

歌詞
ユメで聞こえる夜空の歌 
夜空色（あお）の人が口ずさむ 
伏せた睛（ひとみ）のその奥で 
静かに夜空（そら）に染まっていく 

「妖精の睛を見てはいけない」 
定めなのだと　理解っていても 
見つめられたい　見つめていたい 
初めて腕を伸ばした 

この想い　形なくとも 
夏の夜のユメだとしても 
千切れるほどに　痛む胸から 
噴き上がるユメの碧 

伸ばした腕の虚しさは 
「夢（ユメ）は無（ユメ）」と言うようで 
攫めないのと知ったなら 
この夜空全て染めあげたい 

「この歌ももう聞けないでしょう」 
変えられないと　理解っていても 
見つめられたい　見つめていたい 
初めて睛開いた 

永遠のユメの夜空よりも 
一夜のユメを見られるのなら 
真夏の夜空　染めたい色は 
噴き上がるユメの碧 

瞼の裏　碧に染めて 
覚めることの無いユメを… 
願えるのなら 
ユメの中であの歌を　歌わせて 

この歌も　胸の痛みも 
夏の夜のユメなのでしょう 
妖精の睛　溢れる粒は 
噴き上がるユメの碧 

（ピアプロより転載） 

コメント

この唄とても好きです。だれかＰＶを・・・・ -- ｋ (2009-06-25 22:51:13)

良すぎる -- 名無しさん (2011-08-23 13:15:59)
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